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４．内視鏡取り扱いのスキル向上を目指して

　　　～外部業者による内視鏡機器取り扱い調査を取り入れて～

社会医療法人同心会　古賀総合病院　　　　　　　　　　　　

内視鏡技師　〇外山　道子、田中　麻衣、谷下　雄紀　　

若水まゆみ、黒　木敏子　　

看護師　　川越　博美　　　　　　　　　　　　　　

【はじめに】

　当科は、配属されるスタッフの半数が内視鏡未経験者であり、内視鏡取り扱いの指導は

院内マニュアルに準じて実施してきた。しかし、指導する有資格者の指導方法の相異やマ

ニュアルに記載されていない手技など個人の技術に差があることが、内視鏡機器の故障原

因分析から判明し、外部調査を導入した。外部調査を導入した結果、内視鏡の取り扱い、

洗浄について個々のスキルを知ることができ、継続したスキル向上への取り組みが定着し

た。

【目的】

　内視鏡取の取り扱いに関するスキル向上を目指して、外部調査を導入した結果を報告す

る

【方法】

１．外部に調査を依頼

２．外部調査は2017年７月～2018年２月迄に３回実施（対象者：看護補助者１名を含む６名）

３．調査員１～２名が、チェック表を用いて対象者を評価

４．調査結果は、報告会にて全体に報告と部署長及び個別に結果通達。問題点に対して、

改善策を検討実施

【調査報告と対策】

　１回目の不適合は、①検査前の点検不備②ベットサイド洗浄時のウォータージェットの

不十分な送水③シンク内洗浄時の不完全なボタンブラッシング④ノズル開口部の不適切な

スポンジ洗浄⑤内視鏡洗浄機から取り出し時の先端保護不備の５項目。２回目の不適合

は、①シンク内洗浄時の不完全なボタンブラッシング②内視鏡挿抜時の粗雑な動作の２項

目。３回目の不適合は、①シンク内洗浄時の不完全なボタンブラッシングの１項目。３回

目の調査報告会では、１回目、２回目、同様にボタンブラッシングに対しての指摘があっ

た。何度も指摘があった不完全なボタンブラッシンの項目は、手技を再確認し演習をした。
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（図１）さらに、意識付けの為に洗浄区域にブラッシング手順を張り出した。（図２）

【結果】

　外部調査を重ねるごとに結果は良くなっていった。調査を継続的に実施することで、自

分たちでは気づかない、細かな問題点が抽出された。報告会にて各個人に調査結果を配布

することで、自己の未熟な部分をチェック表で確認できた。このように外部調査の方法が

定着していった。

図１

図２
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【考察】

　何度も指摘された項目から、勉強会等の机上による一方向の教育ではなく、色々な角度

から自ら考えられるように教育する事が重要であるということに気づかされた。外部調査

を重ねるごとに、結果が良くなったことは、個別評価を受け自分の能力を知り、未熟点に

応じた教育を繰り返した事で意識が上あがり結果に反映されたと考える。外部調査、問題

点の抽出、改善策の検討、実施を繰り返したことで内視鏡機器取り扱いに関するPDCAサ

イクルが構築され、スキル向上に繋がったと考える。

【結語】

　現在も外部調査を継続しており、2019年2月までに4回実施した。今後は、急なスタッフ

の異動にも対応できるように院内マニュアルの充実も図り、定期的な外部調査を継続しな

がら、スキルの維持・向上に努め、安全な医療を提供していきたい。
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